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1．はじめに
　企業倫理（business　ethics）の研究，教育ならびに実践に対する関心がアメリカ合衆国におい
て急速に高まり，それら各分野での具体的な努力の進展が明らかに認められるようになって，す
でに20年近くが経過しようとしている。企業倫理への関心の向上は，その後，カナダおよびイギ
リス，そしてヨーロッパ諸国にも波及し，最近では「企業倫理のグローバリゼーション」をめぐ
る論議の展開も見られる。「企業倫理ギャップ」も，そこでの論点の一つであるが，先進諸国の
うちにあって日本の「立ち遅れ」ないしは「異質性」がしだいに注目を集めるにいたっている。
　もとより，各国における企業倫理をめぐる現実の事態に関する比較は，周到な研究計画にもと
つく実態調査と，それにより得られた事実に対する体系的な分析とを通じて論じられるのでなけ
ればならないことはいうまでもない。しかしながら，一方で，日本の場合だけについていえぽ，
企業倫理という問題の存在自体に対する社会の各方面での認識が今なお，きわめて稀薄であると
いう事実だけは，少なくとも否定しがたいのではないかと考えられる。日本がアメリカ，イギリ
ス，そしてヨーロッパ諸国などに対して有する，企業倫理に関する「認識ギャヅプ」とでもいい
えようか。
　本稿は，企業倫理に関わる問題への取組みにおいて明らかに最も先進的であったアメリカ合衆
国の場合について，その事実的経過の一端を，主として関係文献の年譜的整理を介して明らかに
しようとするものである。
　なお，本文中での用語法に関して，あらかじめ一言，断わりを述べておかねぽならない。本稿
においては「企業倫理」という語を，常に英語での“business　ethics”に対応する言葉として
　214　　　　　　　　　　　　　　　『明大商学論叢』第76巻第1号　　　　　　　　　　　　　（214）
用いるが，英語の“business　ethics”はまた同時に，企業倫理を研究対象とする一つの学問領
域をも表現しうるので，関連外国文献の記述中におけるこの言葉の使用が文脈上，学問の名称で
あることが明らかな場合には，それを「企業倫理学」と表現することとした。また，“business
ethics”が学問の名称と，その学問が研究の対象とする事項とのいずれか一方を特に指示する意
図なしに，両者をともに意味するものとして用いられている場合には便宜上，「企業倫理（学）」
の表現をも用いる。そして，以上のいずれの場合においても，邦訳引用を表わす括弧（「……」）
は特に付さぬこととする。
　このような断わりをあらかじめせねばならぬ理由の一半は，本稿において筆者が企業倫理なら
びに企業倫理学という表現を，常に英語におけるbusiness　ethicsに相当する国語としてのみ
用いている事実を明記しておかねぽならぬことにある。筆者自身の専攻分野は経営学であるが，
本稿において取扱うこととなるような，business　ethicsという英語によって表現されている現
象そのものを，経営学として理論上，どのように取扱うことが適切であるかについて，business
ethicsそのものに関する知識においてなお初歩の域を拙ない筆者としては，いまだ遺憾ながら
定見を得るにいたってはいない。したがって，その点を引続き自らの課題とするとともに，経営
学の対象としての経営との関係におけるbusiness　ethicsの位置づけに関しても，目下のとこ
ろ判断を保留せざるをえない，というのが実情なのである。
2．企業倫理および企業倫理学をめぐる最近の状況
　Hαrvard　Business　Review誌の1993年5－6月号掲載の論文において，　Stark，　Andrewは
冒頭，「最近の企業倫理ブーム」について触れ，いたるところに見られるその兆候の主なものと
　　　　　　　　　　　　　　　（1）して，つぎのような事実を挙げている。
　①全米の大学で現在，開設されている企業倫理学の講座は500を越す。
　②全国のビジネス・スクールの優に90パーセントが，企業倫理の分野に属する何らかの教育
　　訓練を実施中である。
　③企業倫理学の教科書は25種類以上にのぼり，専門の学術雑誌も3種類刊行されている。
　④企業倫理に関する研究所として，少なくとも16の機関が活動中である。
　⑤企業倫理に関する専任教授担当の寄付講…座がGeorgetown，　Virginia，　Minnesota，そ
　　の他多数の著名なビジネス・スクールに設置されている。
　一方，Fortune誌の1992年4月20日号に掲載されたLabich，　Kenneth署名の企業倫理に関
するリポートは，アメリカの大企業が企業倫理に関連して採用している具体的措置のいくつかに
　　　　　　　　　　　　　　　（2）関する実態調査の結果を紹介している。それによれぽ，Fortune誌作成の全米大企業ランキング
（1）Stark，　Andrew．“What’s　the　Matter　with　Business　EthicsP’㌃Harvard　Business　Review，
　March－June　1993．　Graduate　School　of　Business　Administration，　Harvard　University．　pp．
　38－48．
（2）Labich・Kenneth・‘‘The　New　Crisis　in　Business　Ethics’㌔　Fo〃tl・ne，　April　20，1992．　PP．
　167－176．
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上位1000社を対象とした調査の回答企業のうち40パーセント強が企業倫理に関するワークショッ
プやセミナーを実施してきており，約3分の2が最高役員によって構成される倫理委員会（ethics
committee）を設置しているという。また，約200社が常勤の倫理担当役員（ethics　officer）の職
位を設けているが，それは通常，上級副社長レベルで会長もしくは前述の倫理委員会の直属であ
るという。そして，経験豊富な上級役員が任命され，社内のombudsmanとして機能するとと
もに，ホットラインを設けるなどして内部告発（whistleblowing）を助成する役割を果すものと
されている。そのほか，企業倫理に関わる業務処理基準の厳密化，社内広報・教育訓練・指導助
言の効果的手法の開発・活用，さらには管理者の行動の倫理性に関する同僚・部下による評定制
度の導入など，各種の具体的事例が紹介されている。
　このリポートの掲載されたFortune誌の2週前に当る1992年4月6日付のBusiness　W「eek
誌は，Harvard　Business　Schoolにおける企業倫理教育の当時の現状を取扱ったByrne，
John　A．署名の記事を“Top　of　the　News”ページに掲載している。見出しには「倫理の教育
は可能か？　名門Harvardの名を賭けた取組み」とあり，さらに「同B－Schoo1に対する1987
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）年のJohn　Shadによる2000万ドルの寄付は，今なお論議の種」と添えられている。
　Harvard　Business　Schoolの出身で，証券取引委員会（Securities　Exchange　Commission）
の前委員長であるShadが，企業倫理教育の強化を求めて高額の寄付を母校に申し出，それに
応えて同校が倫理教育充実のための抜本的方策の立案とその実施に真剣に取組んできていること
は，新聞・雑誌はもとより，同校の教育を扱った図書にもしぼしば紹介され，すでに広く知られ
　　　　　（4）るところである。そして，Shadのこの寄付は，当時の企業における企業倫理の実態に対する社
会ならびに企業自身の憂慮がいかに深刻であるかを物語る証拠であって，「食欲の80年代」（the
“greed　decade”of　the　1980s）から「倫理の時代」（the“ethics　era”）－tへの転換を象徴する出
　　　　　　　　　　　　　　（5）来事であった，とも評価されている。
　また，「倫理の教育は可能か？」とは，同Business　Schoolにおける「倫理教育計画」（the
ethics　program）推進の牽引車の役を担ってきている教務担当の副校長Piper，　Thomas　R．
が1987年4月，Shadによる寄付の公表に先んじて，倫理教育充実の必要性ならびに，その実現
に向けての基本理念を同校教授会員に対して訴えた演説の表題として知られ，その内容もすでに，
協力老たちによる関連の論文とともに，同名の編著の形でHarvard　Business　Schoo1より刊
　　　　（6）行されている。
（3）　Byrne，　John　A．．　‘℃an　Ethics　Be　Taught？　Harvard　Gives　It　the　O正d　College　Try：
　John　Shad’s＄20　million　pledge　to　the　B－school　in　1987　still　stirs　debate”．　Business
　WVeek，　Apri16，1992．　p．34．
（4）　例えば，Ewing，　David　W．．Inside　the　Harvard　Business　School：Strategies　and　Lessons
　of　Americds　Leading　School　oアBusiness．　New　York：Times　Books．1990．　pp．　234－249．茂木
　賢三郎訳『ハーバード・ビジネス・スクールの経営教育』TBSブリタニカ，1993年，350－373ページ。
（5）Smith，］N．　Craig，　and　John　A．　Quelch．　Ethics　in　Marheting．　Homewood，　111inois：
　Irwin．1993．　P．　vii．
（6）Piper，　Thomas　R．，　Mary　C．　Gentile，　and　Sharon　Daloz　Parks．　Foreword　by　John　H．
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　一方・大学の学部ならびに専門家養成大学院（professional　schools）セこおける倫理（学）教育
の重要性に関するHarvard　Universityでの認識の一端を知りうる事実としては，1979年に学
長であるBok，　Derek　C．が，当時のアメリカ社会の状況と，それを背景に各方面から大学当局
に対して寄せられ臆見・賭とを考慮して行。た漣の意見糊力・謂，B。k朗をまさらV＝
その後もさまざまな機会に，現代社会における大学の責務に関連して，倫理教育の強化の必要を
　　　　　　（8）力説してきている。
　なお，U．　S．　News　and　World　Report誌は例年，“The　Best　Graduate　Schools”と題し
て，全米の専門家養成大学院，すなわちbusiness　school，　law　school，　engineering　shoo1，
およびmedical　schoolのそれぞれに関する順位表を特集しているが，その1991年版のbusiness
schoolの部に収められた学科別順位表（best　business　schools　by　department）のうちには，経
営管理・財務・生産管理。マーケティング・会計。国際経営などと並んで，企業倫理（学）にお
けるbusiness　schoolの順位を示す表が掲げられており，その第1位をHarvardが占めてい
（9）
る。
　Harvard　Business　Schoolにおけるリーダーシップ・倫理・企業責任に関する総合的な教育
計画，いわゆる「倫理教育計画」が実施の緒についたのは1988年の秋であったが，その主要な内
容は，
　①入学選考に際し志願者に，倫理的問題の処理に関する経験を主題とした小論文の作成を課
　　する。
　②修士（MBA）課程第1年次の当初に，倫理に関する必修科目を設置し，履修させる。
　③倫理に関する選択科目を3課目設置する。
　④マーケティング・生産管理・会計など各科目系列の必修科目の教育内容中に倫理の問題を
　　含め，統合する。
　⑤企業幹部養成講座のなかに倫理に関する必修科目を設置し，履修させる。
　⑥教授陣の研究ならびに学科目編成計画のなかでの倫理関係事項の取扱いを積極的に助成す
　　る一
　McArthur．　CαηEthics　Be　T偬8脚’Perspectives，　Cha”enges，　and　APProaches　at　Harvard
　Business　School．　Boston，　Massachusetts：Harvard　Business　School．1993．
（7）B・k・D・・ek　C・・“R・flecti・n・・n　th・Ethica1　Resp・n・ibilities・f　th・U・ive・sity　i。　S。、i。ty：
A・OP・n　L・ter　t・th・H・・va・d　C・mm・nity’、　S・pPI・m・nt　t・the　Ha・va・dひ伽・．・ity
　Gazette，　March　9，1979．にはじまる一連のopen　letters。
（8）B・k・Derek　C・・High・・　L・a・ni・g．　B・・t・n，　Massachusett・、　H・・v、，d　U。iversity　P，ess
1986・（Ch・pter・3・“P・・fessi・n・I　S・h・・1・’t－）B・k，　Derek　C．．σ・ive・sities・and　th・　Fttt，t．，。∫
ハ耀・肱D・・h・m・N・・th　C…1i…Duk・U・i…sity　Press．1990．（Ch、pt。，3．・Th，
D・mise　and　R・bi・th・f　M・・al　Ed・cati・n’、　Ch・pt・・4．“T・w・・d・C・nt・mp。・a・y　P，。9，am
　of　Moral　Education”）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
（9）“Speci・I　R・p・・t・Th・Best　G・ad・・t・Sh・・1・’、　U．　S．　IV・ws＆W。．ld　R，p。。ちAp，il　29，
　199Lpp．62－91．
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　　　　　　　　（10）などからなっている。
　以上，近年におけるアメリカでの企業倫理に関する研究，教育，ならびに企業での実践をめぐ
る状況の一端を，ごく手近な資料によりつつ観察してきたが，つぎに，このような現状に到達す
る歴史的経過における一通過点としての，今から約10年前に当る1983年前後における企業倫理関
係文献の刊行状況に目をやることとする。
3．1983年当時における企業倫理学
　California　Management　Review誌の1983年秋季号においてHanson，　Kirk　O．は，企業倫
理に関する図書6点を対象とした書評を試みている。6点のうち1点は1979年の出版であるが，
4点は1982年，残る1点は1983年の刊行である。
　その書評の冒頭において，Hansonはつぎのように述べている。「経営管理大学院や哲学科な
どにおいて企業倫理学が正規の学問分野として急速に認められてきているために，この主題を取
扱う講義のためのtextbookが近年，大量に産み出されてきている。進行中の出版競争は，い
まだ完全に軌道に乗ったわけではないが，企業倫理学の講義のtextにふさわしいとされる6点
の図書を検討することは有益であり，また，特定の受講者ならびに目的に対して適切な選択を行
おうとする人びとにとっては，関心のあるところでもあるにちがいない。このような検討はまた，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）この新興の学問分野の実在の証拠を提示することともなるであろう。」
　大学学部および大学院における企業倫理教育の現場で「最も広く採用されているtext」とし
て，Hansonによる書評の対象とされている6点は，刊行年次1頂（同年刊行のうちでは著者名の
alphabet順）に，っぎのようである。（なお，のちの取扱いの便宜を考慮して以下，本節での取扱文献
に関しては＃印を用いて通し番号を付することとする。）
＃1．Barry，　Vincent．　Moral　lssues　in　Business．　Belmont，　California：Wadsworth．
　　1979．
＃2．Bowie，　Norman．　Business　Ethics．　Englewood　Cliffs，　New　Jersey：Prentice－
　　Hall．　1982．
＃3．De　George，　Richard　T．．　Business　Ethics．　New　York：Macmillan．1982．山田経
　　三訳，明石書房，1985年。
＃4．Donaldson，　Thomas．　Corporations　and　Morality．　Englewood　Cliffs，　New　Jersey：
　　Prentice－Hall．1982．
＃5．Velasquez，　Manuel　G．．　Business　Ethics　：　Concepts　and　Cases．　Englewood　Cliffs，
　　New　Jersey：Prentice－Hall．1982．
⑩　Byrne，エA．．　ibid．．　p．34．
　　Smith，　N．　C．，andエA．　Quelch．　ibid．．　p．　vii．
㊨　Hanson，Kirk　O，．‘‘Book　Review：Business　Ethics，”．　Californiaルranagement　Review。
　VoL　XXVI，　No．1，Fall　1983．　pp．162－169．
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＃6．Solomon，　Robert　C．，　and　Kristine　R．　Hanson．　Above　the　Bottom　Line：An
　　lntroduction　to　Business　Ethics．　New　York：Harcourt　Brace　Jovanovich．1983．
　Hansonはまた，書評の対象とは別に，「あいついで刊行される新しいtextbookを補足する，
すぐれたbook　of　readings」として，つぎの4点を挙げている。
＃7．Beauchamps，　Tom　L，　and　Norman　E．　Bowie．　Ethical　Theory　and　Business．
　　Englewood　Cliffs，　New　Jersey：Prentice－Hall．1979．2nd　ed．，1983．
＃8．Donaldson，　Thomas，　and　Patricia　H．　Werhane．　Ethical　lssues　in　Business　：　A
　　Philosophical　Approach．　Englewood　Cliffs，　New　Jersey：Prentice－Hall．1979．2nd
　　ed．，　1983．
＃9．Braybrooke，　David．　Ethics　in　the　VVorld　of　Business．　Totowa，　New　Jersey：
　　Rowman　and　Allanheld．1983．
＃10．Hoffman，　W．　Mitchell，　and　Jennifer　Mills　Moore（eds．）．　Business　Ethics：
　　Readings　and　Cases　in　Corporate　Morality．　New　York：McGraw－Hill．　1984．
　なお，Hansonのとり上げるところとはなっていないが，それらと同じころ出版された同種の
文献で，同様に広く用いられてきていると考えられるものとして，つぎの1点をも本稿筆者とし
て追加しておきたい。
＃11．Snoeyenbos，　Milton，　Robert　Almeder，　and　James　Humbler（eds．），　Business
　　Ethics．　Buffalo，　New　York：Prometheus．　1983．
　Hansonはさらに，　textbookを補完するもう一つ別のタイプの文献として「経営における倫
理的諸問題を取扱ったbook　of　cases」が登場しつつある事実にも注目し，近刊予定であった
1点と，編集途上にあった2点とを紹介しているが，後者はその後，1984年および1985年にそれ
ぞれ出版されている。なお，Hansonは，さきのbook　of　readingsのうちの1点（＃10）を，
book　of　casesとしてもすぐれているとの評価を与えているので，本稿執筆者も同様に，さき
にbook　of　readingsに追加した1点（＃11）を，ここにも掲げておくこととする。
＃12．Beauchamp，　Tom　L．．　Case　Studies　in　Business，　Society，　and　Ethics．　Englewood
　　Cliffs，　New　Jersey：Prentice－Hall．1983．
＃13．Donaldson，　Thomas（ed．）．　Case　Studies　in　Business　Ethics．　EIlglewood　Cliffs，
　　New　Jersey：Prelltice－Hall．1984．
＃14．Mathews，　John　BりKenneth　C．　Goodpaster，　and　Laura　L　Nash．　Policies　and
　　persons　：、A　Caseboole　in　Business　Ethics．　New　York：McGraw－Hill．1985．
＃10．Hoffman，　W．　M．，　and　J．　M．　Moore（eds．）．　ibid．．
＃11．Snoeyenbos，　M：，　R．　Almeder，　and　J．　Humbler（eds．）．　ibid．．
　以上のように，Hansonの論稿は単なる書評の域をはるかに越えて，1983年当時における企業
倫理に関する文献のうちから最も基本的かつ代表的なものを選定し提示してくれているものと見
ることができ，また同時に，それらを通じて当時のアメリカの大学学部ないし大学院における企
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業倫理教育の基本的内容ならびに理論的水準の一端を推察することも可能であろうと考えられる。
　批判ないし紹介の対象に関するHansonの選択が信頼に足るものであったことは，それらの
文献のその後における重版状況からもうかがいうるように思う。以下は，筆者がこれまでに確認
しえたかぎりでの上掲文献の重版状況である。
＃1．Barry，　V．．　ibid．．2nd　ed．，1983．3rd　ed．，1986．　Shaw，　William，　and　V．　Barry，
　　4th　ed．，　1989．
＃2．Bowie，　N．，　and　Ronald　F．　Duska．　ibid．．2nd　ed．，1990．
＃3．De　George，　R．　T．．　ibid．．2nd　ed．，1986．3rd　ed．，1990．
＃5．Velasquez，　M．　G．。　ibid．．2nd　ed．，1988．3rd　ed．，1992．
＃7．Beauchamps，　T．　L，　and　N．　E．　Bowie．　ibid．．3rd　ed．，1988．4th　ed．，1993．
＃8．Donaldson，　T．，　and　P．　H．　Werhane．　ibid．．3rd　ed．，1988．
＃10．Hoffman，　W．　M．，　and　J．　M．　Moore（eds．）．　ibid．．2nd　ed．，1990．
＃11．Snoeyenbos，　M．，R．　Almeder，　and　J．　Humbler（eds．）．　ibid．．2nd　ed．，1992．
＃12．Beauchamp，　T．　L．．　ibid．．2nd　ed．，1988．3rd　ed．，1993．
＃13．Donaldson，　T．（ed．）．　ibid．．2nd　ed．，1990．　Donaldson，　T．　and　Al　Gini（eds．）．3rd
　　ed．，1993．
＃14．Mathews，　J．　B．，　K。　C．　Goodpaster，　and　L：L．　Nash．　ibid．．2nd　ed．，1991．
4．1985年以降刊行の企業倫理概説書
　1983年時点における企業倫理に関する基本的文献の確認作業は，当時なお制作が進行中で1年
ないし2年後に発刊されることとなる図書をも一部，含むこととなっていたため，以後における
文献の出現状況に関する調査は，1985年をもって初年度とすることにより，行うこととしたい。
　以下は，1985年以降に刊行された企業倫理に関する概説書を発行年次順に，また同一年次内に
おいては筆頭著者のfamily　nameのalphabet順に配列したものである。ただし，収録対象を
筆者自身が現物に当って内容を直接に確認しえたもののみに限定し，かつ概説書としての判定基
準も恣意的の講りを免れえぬものであるため，重要な文献でありながら収録の対象から洩れてい
るものが多くあるであろうことを，あらかじめ断わって了承願わねぽならぬ程のものにすぎない。
　　　　　　　　　　　企業倫理概説書一1985年～1993年央刊行分一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1984年以前刊行分の重版を除く）
〔1980年代後半〕
1985年：　DesJardins，　Joseph　R．，　alld　John　J．　McCall．　Contemporary　Issues　in
　　　　Business　Ethics．　Belmont，　California：Wadworth．2nd　ed．，1990．
　　　　　Mathews，　John　B．，　Kenneth　E．　Goodpaster，　and　Laura　L．　Nash．　Policies
　　　　and　Persons：A　Caseboole　in　Business　Ethics．　New　York：McGraw－Hill．2nd
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　　　　　　　ed．，1991．
　　　　　　　　McCoy，　Charles　S．．ルlanagement　o／Values：　The　Ethical　Di∬erence　in
　　　　　　　Corporate　Po〃cyαnd　1）e2プormance．　Boston，　Massachusetts：Pitman．
　　　　　　　　Solomon，　Robert　C．，and　Kristine　R．　Hanson．〃3　Good　Busine∬．　New
　　　　　　　York：Atheneum．
　　　　　　　　Tuleja，　Ted．　Bel，ond　the　Bottom　Line：How　Busine∬Leaders、4re　Turning
　　　　　　　Principles　into　Pro∫its．　New　York：Facts　OII　File，
1986年：　Dickie，　Robert　B．，　and　Leroy　S．　Rouner（eds．）．　Corporations　and　the
　　　　　　　Common　Good．　Notre　Dame，　Indiana：University　of　Notre　Dame　Press．
　　　　　　　　Grenn，　James　R．，　Jr．．　E〃tics　in　Decision　Maleing．　New　York：John　Wiley・
　　　　　　　　Pastin，　Mark．　The　Hard　Problems　oアルlanagement：Gaining〃le　Ethics
　　　　　　　Edge．　San　Francisco，　California：Jossey－Bass・
　　　　　　　　Toffler，　Barbara，　Ley．　Tough　Choices：Managers　Tα1々Ethics．　New　York：
　　　　　　　John　Wiley．　Managers　Tα1々Ethics：　Making　Tough　Choices　in　a　Comψetitive
’　　　　　　　・Business　▽レ「oアld．1991，
1987年：　Hosmer，　Larue　Tone．　T1～θEthics　o∫Management．　Homewood，　Illinois：
　　　　　　　Irwin，　　　　　　　　　　　　階
　　　　　　　　　Pau1，　Karen（ed．）．　Busine∬Environment　and　Busine∬Ethics：　The　Social，
　　　　　　　Moral，　and　Political　1）i〃lensions　o∫ルlanagement．　Cambridge，　Massachu－
　　　　　　　setts：Ballinger．．
1988年：　Behrman，　Jack　N．．　E∬ays　on　Ethics　in　Busine∬and　the　Professions．
　　　　　　　Englewood　Cliffs，　New　Jersey：Prelltice－Hall．
　　　　　　　　　The　Business　Roundtable．　Corporate　Ethics：A　」Prime　Busine∬／1∬et．
　　　　　　　New　York：The　Business　Roundtable．
　　　　　　　　　Cavanagh，　Gerald　F．，　and　Arthur　R　McGovern．　Ethical　Dilemmas　in　the
　　　　　　　Modern　Corporation．　Englewood　Cliffs，　New　Jersey：Prentice－Hall．
　　　　　　　　　Freeman，　R．　Edward，　and　Daniel　R．　Gilbert，　Jr．．　Corporate　Strategy　and
　　　　　　　the　Search　for　Ethics．　Englewood　Cliffs，　New　Jersey：Prentice－Hall．
　　　　　　　　　Walton，　Clarence　C．．　The　Moral　M伽σg〃．　New　York：Harper．
　　　　　　　　　Wright，　N．　Dale（ed．）．　Papers　on　the　Ethics　o∫Ad2ninistration．　Provo，
　　　　　　　Utah：Bringham　Young　University，
1989年：　Andrews，　Kenneth　R．（ed．）．　Ethics　in、Practice　：Managing　theルloral
　　　　　　　Corporation．　Boston，　Massachusetts：Harvard　Business　School　Press．
　　　　　　　　　Badaracco，　Joseph　L．，　Jr．，　and　Richard　R．　Ellworth．　Leadership　and　the
　　　　　　　Quest　for　Integrity．　Boston，　Massachusetts：Harvard　Business　Schoo1
o
（221） 　　　　　　　　　　　　　アメリカにおける企業倫理研究の展開過程　　　　　　　　　　　221
Press．
　　Buchholz，　Rogene　A．．　Fundamental　Concepts　and　Problems　in　Business
Ethics．　Englewood　Cliffs，　New　Jersey：Prentice－Hal1．
　　Carmichael，　Sheena，　and　John　Drummond．　Good　Bz｛siness：AGuide　to
Corporate　Responsibility　and　Business　Ethics．　London：Hutchinson　Business
Books．
　Donaldson，　Thomas．　The　Ethics　oアInternational　Business．　New　York：
Oxford　University　Press．
　　Iannone，　A．　Pablo（ed．）．　Contemporary　Moral　Controversies　in　Business．
New　York：Oxford　University　Press．
　　Robin，　Donald　P．，　and　R．　Eric　Reidenbach．　Business　E〃2ics：y〃lere　Profits
Meet　Value　Systems．　EIlglewood　Cliffs：Prentice－Hall．
〔1990年代〕
1990年：Brown，　Marvin　J．．　VVorking　Ethics：Strategies　for　1）ecision　M謙伽8・and
　　　　　　　Organi2ational　Responsibility．　San　Francisco，　California：Jossey－Bass・
　　　　　　　　　Brady，　F．　Neil．　E〃zical　Managing　：　Rules　and　Results．　New　York：
　　　　　　　Macmillan．
　　　　　　　　　Liebig，　James　E．．　Business　Ethics：ProfilesゴπCivic　Virtue．　Golden，
　　　　　　　Colorado：Fulcrum．
　　　　　　　　　Madsen，　Peter，　and　Jay　M．　Shafritz（eds．）．　Essentials　of　Business　Ethics．
　　　　　　　New　York：Meridian．
　　　　　　　　　Manley，　Walter　W．，　II．　Critical　Issues　in　Business　Conduct　：　Legat，　Ethical，
　　　　　　　and　Social　Cha〃enges　for　the　1990s．　New　York：Quorum　Books．
　　　　　　　　　Nash，　Laura　L．．　Good　Intentions　Aside’AManager’s　Guide　to　Resolving
　　　　　　　Ethicat　Problems．　Boston，　Massachusetts：Harvard　Business　School　Press．
　　　　　　　小林俊治，山口善昭訳，日本生産性本部，1992年。
　　　　　　　　　Natale，　Sammuel　M．，　and　John　B．　Wilson（eds．）．　The　Ethical　Contexts
　　　　　　　for　Business　Conflicts．　Lanham，　Maryland：University　Press　of　America．
　　　　　　　　　Walton，　Clarence　C．（eds．）．　Enriching　Business　Ethics．　New　York：
　　　　　　　Prenum　Press．
1991年：Coughlin，　Richard　M．（ed．）．　Morality，　Rationality，　and　Efficiencγ　：IVew
　　　　　　　Perspectives　on　Socio－Economics．　Armonk，　New　York：M．　E．　Sharpe．
　　　　　　　　　Ferrel，0．　C．，　and　John　Fraedrich．　Business　Ethics：Ethical　Decision
　　　　　　　Making　and　Cases．　Boston，　Massachusetts：Houghton　Mifflin．
　　　　　　　　　Ferre1，0。　C．，and　Gareth　Gardiner．　In　Pursuit　of　Ethics　：Tough　Choices
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in〃le　W「orld　of’uVork．　Springfield，111inois：Smith　Collins．
　Freeman，　Edward（ed．）．　Business　E〃lics：〃ze　State　o∫the、4rt．　New　York：
Oxford　University　Press．
　Hodapp，　Paul（ed．）．　Business，’E〃zics，　and　the　Law．　Lanham，　New　York：
University　Press　of　America．
　Kuhn，　James　W．，　and　Donald　W．　Shriver，　Jr．．　Beyond　Success　：　Corpora・
tions　and　Their　Critics　in　the　1990s．　New　York：Oxford　University　Press．
　　Richardson，　John　E．（ed．）．　Business　Ethics　91／92．　Guilford，　Connecticut：
The　Duskin．
　　Shaw，　William　H．．Busine∬Ethics．　Belmont，　California：Wadworth．
　　Bowie，　Norman　E．，and　R．　Edward　Freeman（eds．）．　Ethics　and　Agency
Theory　：．An　Introduction．　New　York：Oxford　University　Press．
　Gilbert，　Daniel　R．，　Jr．．The　Tωilight　of　CorPorate　Strategy：AComPara－
tive　Ethical　Critique．　New　York：Oxford　University　Press．
　Henderson，　Verne　E．．VVhat’s　Ethical　in　Busine∬？New　York：McGraw－
Hill．
　　McGee，　Robert　W．（ed．）．　Basine∬Ethics＆COmmon　Sense．　Westport，
Connecticut：Quorum．
　Solomon，　Robert　C．．　Ethics　and　Exce〃ence：Cooperation　and　Integrity
in、Business．　New　York：Oxford　University　Press．
　Walton，　Clarence　C．．Corporate　Encounters：　Ethics，　Lαωand　the　Business
Environment．　Fortworth，　Texas：The　Dryden　Press．
　Williams，　Gerald　J．．Ethics　in　Modern　Management．　New　York：Quorum
Books．
　William，　Olive　F．，and　John　W．　Honck（eds．）．！1　Virtuous　Life　in　Busi－
ne∬：　Stories　o／Courage　and　Integrity　in　the　Corporate　VVorld，　Lanham，
Maryland　：　Rowman＆Littlefield．
　　　　　　　　，John　R．．Ethics　and　the　Conduct　oメBusine∬．　EIlglewood　Cliffs，
New　Jersey：Prentice－Hall．
　　DeGeorge，　Richad　T．．Competing　Vvi〃11ntegrity　in　International　Bt‘si－
ne∬．　New　York：Oxford　University　Press．
　　Hall，　William　D，．ルfaking　the　Right　Decision：　Ethics　for　Managers．　New
York：John　Wiley＆Sons・
　　Hartley，　Robert　F．．Busine∬Ethics：Violations　o∫the　Public　Trust．　New
York：John　Wiley＆Sons．
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　収録対象の選定方法の粗略さを顧みるならぽ，本来，集計にはなじまぬ素材なのかもしれぬが，
1980年代後半5年分の合計点数が，90年代最初の3年間ですでに満たされていることは，さきに
Hansonの書評に依拠しつつ確認した14点の図書の重版が，1990年に入ってからすでに10件に及
んでいる事実ともあわせて，近年における企業倫理概説書の刊行のいっそうの加速ぶりを物語っ
ているように思われる。
　なお，／0urnal　of　Bttsiness　Ethics誌の1993年1月号には，企業倫理学の最近のtext　book
（book　of　cases　and　readingsをも含む）5点を扱ったBishop，　John　D．の書評が掲載されてい
（12）
る。5点はすべて1990年もしくは91年の刊行であるが，そのうちの2点は1983年のHansonの
書評において，編集が進行中として紹介されていた文献のそれぞれ第2版に当るものである。
　最後に，本稿本文の冒頭に紹介した最近のHarvard　Business　RevietV誌掲載のStark論
文が触れている，企業倫理を扱う専門学術誌とは，つぎの3種を指すと考えられる。
　①10ttrnal　o／Business　Ethics．（monthly）．　Vol．1（1982）一．　Kluwer　Academic　Pub－
　　lications．　Dordrecht（Holland），　Boston（USA），　and　London（England）．
　②Business　and　Professional　Ethicsノ「ournal．（quarterly）．　Vol．1（1982）一．Center
　　　for　Applied　Philosophy，　University　of　Florida，　Gainesville．
　③Business　Ethics　Quarterly．（The　Journal　of　the　Society　for　Business　Ethics）．
　　　（quarterly）．　Vo1．1（1991）一．Philosophy　Documentation　Center，　Bowling　Green
　　　State　Uinversity，　Bowling　Green，　Ohio．
　見られるように，①および②はともに1982年の創刊であるが，①は季刊に始まって1985年より
隔月刊，そして1987年半ぽから月刊に変って現在に至っている。③は企業倫理研究の分野での中
心的な学会であるThe　Society　for　Business　Ethicsの機関誌であるが，学会そのものは
1979年の創設で，1991年にこの機関誌が創刊されるまで，学会の活動状況は①および②の誌上に
紹介されてきていたものである。
5．結びに代えて
　1980年前後から現在にいたるまでの間に刊行された企業倫理に関する基本図書の主要なものの
整理を試みてきたが，1984年以前の13点，1985年以降の52点，以上合計65点のうちで，邦訳の出
版されているものがわずか2点のみであるという事実は，近接領域におけるアメリカ文献の邦訳
紹介の盛況と比較して，ほとんど奇異の感すら否めない。
　しかし，それであるだけに，アメリカにおける企業倫理研究の動向を日本においていち早く察
知し，その内容の詳細な分析と厳密な吟味とを着実に積み重ねてきておられる先学の業績はまこ
　　　　　　　　　　　　（13）とに貴重といわねぽならない。また，ごく最近，さらに若い世代の研究者たちのうちに，アメリ
⑫　Bishop，　John　D．．‘‘Book　Review”．ノournal　o／Bztsiness　Ethics．　VoL　12，　N（）．1，　January
　1993．　pp．36，44，56，62．74．
鱒　高田馨『経営の倫理と責任』千倉書房，1989年。
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カにおける企業倫理研究の展開に強い関心を寄せる人びとが現われ，精力的に研究を進めておら
　　　　　　　　　　　　　（14）れることも心強いかぎりである。
　一方，企業倫理に関する最近のアメリカでの議論は，その研究ならびに教育のあり方をめぐっ
ても，また，企業経営の現場における実践をめぐっても，深刻な反省や厳しい批判をよび，激し
い論争の様相を呈しつつあるかに見受けられる。本稿のはじめに紹介した最近の論調の表題が，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）BuSiness　Week誌の場合に「倫理の教育は可能か（Can　Ethics　Be　Taught？）」との疑問であり，
Harvard　Bztsiness　Review誌が「企業倫理学の問題点（What’s　the　Matter　with　Business
　　（16）Ethics～）」，そしてFOrtt｛ne誌が「企業倫理の新たなる危機（The　New『Crisis　in　Business
　　（17）Ethics）」であることも，全くの偶然とは思えない。そのうえ，．Busine∬Horizon誌の1993年
5－6月号におけるWolfe，　Artの巻頭論文は，「企業倫理学過剰論（We’ve　Had　Enough　Busi－
　　　　（18）ness　Ethics．　）」である。なお，　Wolfeの趣旨は，企業倫理に関する教育は経営教育の最高・最終
段階において，「企業経営および専門職業の社会的責任に関する研究」（“The　Study　of　Corporate
and　Professional　Social　Responsibility”）という科目名称のもとに行われるべきである，という
ことにある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一以　上一
〔後記：
　本稿の内容をなす文献調査は，筆者が1991年3月より2年間，明治大学長期在外研究員として米国
University　of　California，　Berkeleyに滞在中，行なった調査の一部をなすものである。調査に当り，
現地の大学図書館の設備を可能なかぎり利用したことはいうまでもないが，筆者の研究に最大限有利な知
的ならびに物的な環境を提供してくれたのは，UC　Berkeleyにおける受入責任者であったEdwin　M．
Epstein教授（現在は名誉教授）である。この場を借りて，明治大学およびUC　Berkeley，そして
Epstein教授に，心からなる感謝を捧げたい。〕
　　小林俊治『経営環境論の研究』成文堂，1990年。
⑭　宮坂純一「現代企業と倫ge－一一一一De　Georgeの所説を手掛りにして経営（学）に対するビジネス倫理
　学の挑戦の意味を考える一」。（上），奈良産業大学『産業と経済』第7巻第3号（1992年12月），21－
　36ページ。（中），同上，第7巻第4号（1993年3月），1　－16ページ。（下），同上，第8巻第1号（1993
　年6月），1－19ページ。
　　角野信夫「企業の社会的責任の現状と課題」，現代経営学研究会編『現代経営学の基本課題』文眞堂，
　1993年，156－174ページ。
⑳　Byrne，　J．　A．．　ibid．注（3＞，参照。
⑯　Stark，　A，．　ibid．注（1），参照。
OD　Labich，　K．．　ibid．注（2），参照。
⑱　Wolfe，　Art．“We’ve　Had　Enough　Business　Ethics．”Business　Horizons，　VoL　36，　No．3，
　May－June　1993．　Indiana　University　Graduate　School　of　Business．　pp．　1－3．
